
農

業

改

良

記

念

碑

　

　

根

柄

巻

　

　

　

　

(高
さ
　

一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　
　
柳
津
町
農
業
構
造
改
善
事
業
竣
工

　
　
　
　
　
　
　
記
　
　
念
　
　
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
議
院
議
員
　
伊
東
正
義
書

細
八
地
区
の
耕
作
は
大
部
分
が
畑
地
で

一
部
水
田
が
凹
地
に
点
在
し
改
良

整
備
が
な
さ
れ
ず
区
画
の
形
状
は
錯
雑
不
規
則
に
て
各
人
の
所
有
は
散
在

し
道
水
路
は
迂
回
屈
曲
し
お
る
た
め
生
産
資
材
の
運
搬
並
用
排
水
の
管
理

に
相
当
の
労
力
と
時
間
を
費
し
是
が
た
め
農
家
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
大

き
か

っ
た
　
昭
和
四
十
年
度
に
農
業
構
造
改
善
事
業
計
画
地
域
の
指
定
を

う
け
県
及
び
町
の
指
導
に
よ
り
開
田
を
主
と
し
た
土
地
基
盤
整
備
の
計
画

を
樹
て
只
見
川
よ
り
揚
水
し
て
周
辺
の
山
林
原
野
を
含
め
て
水
田
化
す
る

圃
場
整
備
と
共
に
耕
地

の
集
団
化
を
計
り
大
型
機
械
導
入
に
よ
り
省
力
化

し
近
代
的
農
業
経
営

の
基
盤
を
確
立
し
て
経
済
の
安
定
と
合
理
化
を
図
る

た
め
次
の
事
業
を
施
行
せ
り

　

一
、
事

業

種

目
　
　
圃
場
整
備
事
業

　

二
、
事

業

主

体

　
　
柳
津
町
八
坂
野
土
地
改
良
区

　

三
、
事

業

年

度

　
　
昭
和
四
十
三
年
着
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
五
年
竣
工

　

四
、
事
業
の
概
要
　
　
事
業
量
　
八
五

・
五
九

ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
事
業
費
　

一
五
五
、
四

一
〇
千
円



　
　
内
　
訳

　
　
　
　
整
地
工
　
七
五

・
〇
九

ヘ
ク
タ
l
ル

　
　
　
　
道
路
工
　

一
一
・
八
四

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
水
路
工
　
二
六

・
三
三
七

ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
揚
水
施
工

一
式
　
大
石
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
両
吸
込
渦
巻
ポ

ン
プ

一
台
　
滝
谷
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
三
九
〇
キ

ロ
送
水
管

一
、
○
一
三

メ
ー
ト
ル
　

鈴
木
建
設
部

経
営
近
代
化
事
業

細
八
機
械
利
用
組
合

　
昭
和
四
十
四
年

　
　
　
総
事
業
費
　
二
三
、

一
七
三
干
円

　
　
　
事
業
内
訳

　
　
　
　
　
ト
ラ
ク
タ
ー
四
六
馬
力
二
台
　
柳
津
町
農
協

　
　
　
　
　
同
格
納
庫

一
棟
　
会
津
菱
農
K
K

　
　
　
　
　
動
力
刈
取
脱
穀
機
　
鶴
巻
鉄
工
建
設
K
K

　
　
　
　
　
籾
乾
燥
機
　
十
四
台

　
　
　
　
　
籾
摺
機
　
七
台

　
　
　
　
　
籾
乾
燥
調
整
場
　
二
棟

　
　
　

工
事
指
導
監
督

　

　

　

　

　
会
津
若
松
農
地
事
務
所

　

　

　

　

　
会
津
若
松
農
政
事
務
所

　

　

　

　

　

柳
津
町
産
業
課

　

　

　

設

計

者

　

　

　

　

　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

五
、
事
業
関
係
及
び
受
益
者

　

　

　
柳
津
町
長
　
　

一
ノ
瀬
　
　
　
碧

　

　

　
農
業
構
造
改
善
事
業
協
議
会
長
　

春
　
日
　
源
　

一

　

　

　
産
業
課
長

　

管

家

　

　
均

　

　

　
農
業
係
長

　
新
井
田

継

男

　

　

　
理

事

長

　

猪

俣

才

毅

　

　

　
理

　

事

　

増

井

久

輝

　

　

　

　

〃
猪
俣
一
位

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
　
　
　
日
　
　
　
　

源

　
一

　

　

　

　

〃
　

　

横

田

文

雄

　

　

　

　

〃
　

　

増

井

彦
兵
衛

　

　

　

　

〃
　

　

猪

俣

銀

　
一

　

　

　
監

　

事

　

横

田

四

朗

　

　

　

　

〃
　

　
　
　渡
　
部
　
　長

　
一

　

　

　

　

〃
　

　

佐

藤

長

人



水

難

除

地

蔵

尊

　

　

清
姫

橋
附

近

世
の
母
ら
君
に
捧
げ
我
が
子
と

誇
れ
る
も
の
を

霊
あ
ら
ば
人
の
為
め

世
の
為
め
守
れ
地
蔵
尊

　
　
昭
和
十
八
年
八
月

　
　
　
　
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
谷
四
丁
目
七
〇

一

　
　
　
　
　
　
　
　
実
母
　
高
橋
古
春
　
作

　
　

昭
和
十
二
年
八
月
廿
四
日
　
明
光
善
童
子

　
　
　
　
　
　
千
葉
経
明
　
　
行
年
十

一
歳



お

ぼ

抱

き

観

音

由

来

碑

　

　

早

坂

峠

　

　

　

　

(高
さ
　
　一
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　
　
お
ぼ
抱
き
観
音
由
来
碑

　
会
津
高
田
町
袖
山
馬
場
篤
は
武
田
信
玄
の
家
臣
馬
場
美
濃
守
の
子
孫
で

あ
る
　
お
ぼ
抱
き
観
音
の
由
縁

の
家
と
し
て
今
猶
栄
え
て
い
る
が
次
の
様

な
伝
説
が
あ
る

　
武
田
家
滅
亡
後
美
濃
守
の
嫡
孫
馬
場
因
幡
は

一
族
郎
党
を
引
き
連
れ
て

南
会
津
郡
伊
南
青
柳
の
里
河
原
田
盛
頼
を
頼

っ
て
身
を
寄
せ
た
が
其
後
袖

山
に
移
り
名
を
久
左
衛
門
と
改
め
農
耕
に
精
出
し
て
い
た
　
以
来
同
家
は

代

々
久
左
衛
門
を
襲
名
し
た
　
元
禄
の
初
期
五
代
目
久
左
衛
門
常
智
は
特

に
信
仰
厚
く
柳
津
名
刹
円
蔵
寺
福
満
虚
空
蔵
に
発
願
し
毎
夜
丑
の
刻
参
り

を
行

っ
て
い
た
　
高
田
の
里
を
帰
り
入
田
沢
の
里
か
ら
道
は
山
に
か
か
り

大
野
新
田
を
経
て
大
平
山
を
越
え
早
坂
峠
を
登
り
平
地
二
里
山
地
四
里
の

道
を
往
復
し
た
　
し
か
も
時
刻
は
丑
の
刻
　
足
元
困
難
な
山
道
は
言
語
に

絶
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
久
左
衛
門

の
固
い
信
仰
は
崩
れ
る
こ
と
な
く
只

管
虚
空
蔵
菩
薩
を
念
し
黙

々
と
し
て
通
い
続
け
遂
に
満
願
の
夜
が
き
た

　
久
左
衛
門
は
手
甲
脚
絆
に
草
鮭
穿
き
羽
織
を
着
て
い
つ
も
の
様
に
山
道

を
柳
津
に
急
い
で
い
た
　
周
囲
は
漆
の
様
な
真
暗
闇
こ
こ
早
坂
峠
に
差
し

か
か

っ
た
と
き
ポ
ー
ッ
と
目
前
が
明
る
み
　
散
し
髪
の
う
ら
若
い
女
が
幼

児
を
抱

い
て
静
か
に
歩
い
て
来
た
　
久
左
衛
門
は
ハ
ッ
ト
し
て
立
止
っ
た
。

女
は
ほ
の
白
く
美
し
い
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
旅
の
御
人
丁
度
よ
い
所
で
会



い
ま
し
た
　
私
は
こ
こ
で
髪
を
結
い
た

い
と
思
い
ま
す
　
そ
の
間
こ
の
子
を
抱

い
て
下
さ
い
と
言

っ
た
　
人
も
通
ら
ぬ
夜
更
け
の
山
中
を
歩
い
て
来
た
此
の
女

は
き

っ
と
魔
性
の
者
に
違
い
な
い
と
思

つ
た
　
逆
ら
え
ば
ど
ん
な
目
に
あ
う
か

わ
か
ら
な
い
　
女
は
笑
み
を
含
ん
で

「
ど
う
じ

ゃ
い
や
か
私
が
髪
を
結
う
ま
で

此
子
を
泣
か
せ
ず
守
り
を
し
て
く
れ
た
ら
お
礼
を
上
げ
ま
し
ょ
う
　
若
し
泣
か

せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら
そ
な
た

の
命
は
あ
り
ま
せ
ん
L
女
の
顔
に
は
微

笑
が
消
え
て
凄
艶
な
妖
気
が
漂

っ
て
い
た
　
久
左
衛
門
は
心
を
決
め

「お
言
葉

に
從

い
ま
し
ょ
う
」
と
畏
ま

っ
て
幼
児
を
受
け
た
　
然
し
魔
性
の
も
の
と
あ
れ

ば
顔
合
わ
せ
に
抱
い
て
は
咬
み
つ
か
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思

つ
た
　
久
左
衛

門
は
幼
児
を
外
に
向
け
て
抱
き
羽
織
の
紐
を
と
き
弄
ば
せ
た
処
ど
う
し
た
こ
と

か

一
方
が
長
く

一
方
が
短
い
　
か
た
ち
ん
ば

で
幼
児
は
そ
れ
を
合
わ
せ
よ
う
と

懸
命
に
ひ
き
延
し
た
が
ポ
ツ
ン
と
短

い
方
が
外
れ
て
何
度
や

っ
て
も
合
わ
な
か

っ
た
　
女
は
静
か
に
髪
を
梳
き
初
め
た

(幼
児
を
泣
か
せ
れ
ば
命
は
な
い
)
久

左
衛
門
は

一
心
に
虚
空
蔵
菩
薩
を
命
じ
続
け

一
秒
が

一
時
間
に
も
感
じ
ら
れ
た

　

女
は
ゆ

っ
く
り
髪
を
結
び
終
わ
る
と

「あ
あ
も
う
夜
が
明
け
る
　
よ
く
泣
か

さ
ず
守
り
を
し
て
く
れ
ま
し
た
　
お
礼

は
こ
れ
を
差
上
げ
ま
す
」
と
女
は
夜
目

に
も
眩
し
い
金
の
重
ね
餅
を
差
出
し
幼
児
を
受
け
と
る
と
　

ス
l
ッ
と
其
の
姿

は
か
き
消
す
如
く
　
あ
た
り
は
又
真

の
闇
と
な

っ
た
　
久
左
衛
門
は
夢
見
る
心

地
で
暫
く
虚
空
蔵
菩
薩
を
念
じ
て
い
た
が
ふ
と
気
が
つ
く
と
自
分
の
手
に
は
妖

女
が
く
れ
た
黄
金
の
重
ね
餅
が
し
か
と
握
ら
れ
て
い
た
　
久
左
衛
門
は
こ
れ
を

持
ち
帰
り
大
切
に
取
扱

っ
た
　
そ
れ
か
ら
同
家
に
は
良
い
事

の
み
が
続
き
金
銀

自
ら
満
ち
て
大
分
限
者
と
な

っ
た
。

　
そ
の
後
　
馬
場
久
左
衛
門
は
此
處

に
こ
の
お
ぼ
抱
き
観
音
を
祭
り
手
厚
く
供

養
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

　
　
　
　
早
坂
に
立
た
せ
給
う
や
お
ぼ
抱
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祈
る
心
は
後
の
世
の
為

　
　
御
堂
並
び
に
記
念
碑
寄
贈
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
美
濃
守
信
房
子
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
内
　
　
　
茂

　
　

工
事
協
力
者
　
　
渡
　
部
　
長
　

一

　
　

土
地
提
供
者
　
　
平
　
田
　
良
　
介

　
　

撰
　
　
　
文
　
　
坂
　
内
　
　
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
石
山
雅
宥
　
謹
書

　
　
　
　
　
　
　

石
山
建
設
　
謹
刻

　
　

昭
和
三
十
五
年
十
月
吉

日



奥

之

院

石

階

改

修

記

念

碑

　

　

　

奥
　
　之
　
　院



伊

勢

参

宮

記

念

碑

　

　

　

　

瑞

光

寺

公

園

　

　

　

　

　

　

　

(高
さ
　

二
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　

天
照
皇
太
神
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
　
荒
木
田
伯
之
謹
書

昭
和
十
二
年
三
月
　
伊
勢
参
宮
記
念

　
　
　

小
池
　
勇
吉
　
　
　
　
　
杉
本
　
薫
次
　
　
　
　
　
鈴
木
　
キ
サ

　
　
　

渡
部
　
イ
チ
　
　
　
　

矢
部
　
四
郎
　
　
　
　
　桜
本
　
玄
順

　
　
　

山
中
　
ミ
イ
　
　
　
　

二
瓶
　
勝
衛
　
　
　
　

藤
田
　
福
松

　
　
　

小
川
　
虎
吉
　
　
　
　
　小
池
　
豊
八
　
　
　
　

藤
田
　

ハ
ナ

　
　
　

長
谷
川
美
佐
喜

　
　

東
　
市
次
郎

　

　

佐
藤

平
吾

　
　
　

内
藤
　
フ
サ
　
　
　
　

渡
部
　
吉
三
　
　
　
　

佐
藤
　
ヱ
イ

　
　
　

金
坂
小
三
郎
　
　
　
　
　鈴
木
　
フ
チ
　
　
　
　

石
井
正
三
郎

　
　
　

石
井
　
タ
キ
　
　
　
　

小
川
　
荘
蔵
　
　
　
　
　田
崎
　
康
雄

　
　
　

田
崎
　
コ
ウ
　
　
　
　

目
黒
　
義
見
　
　
　
　

永
井
佐
四
郎

　
　
　

渡
部
　
文
喜
　
　
　
　
　
渡
部
キ
ヨ
ミ
　
　
　
　
　
目
黒
　
留
吉

　
　
　

佐
藤
　
新
七
　
　
　
　
石
川
　
彦
八
　
　
　
　
佐
藤
長
五
郎

郷
　
戸
　
鈴
木
　
健
二
　
　

同
　
鈴
木
　
辰
三
　
　

同
　
鈴
木
市
太
郎

　
同
　
　斎
藤
　
辰
志
　
　
出
倉
　
斎
藤
　
留
吉
　
　
滝
谷
　
五
十
嵐
光
寿

　
同
　
　
五
十
嵐
ヨ
子
　
　
宮
下
　
五
十
嵐
留
吉
　
　
　同
　
大
場
　
テ
ル

大
　
登
　渡
部
　
亀
寿
　
　
細
越
　
芳
賀
　
サ
ノ
　
　
坂
下
　
五
ノ
井
伝
吾

世
話
人
　石
井
正
三
郎
　
　

同
　
渡
部
　
文
喜
　
　

同
　
永
井
佐
四
郎

会
　
計
　東
　
市
次
郎

助
　
手
　杉
本
　
キ
イ



清

　

姫

　

橋

　

讃

　

歌

　

　

　

　

　

清

姫

橋

河

畔

　

　

　

　

　

　

　

　

(高
さ
　
九
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　

河
畔
の
岩
も

　
　
　

逝
く
水
と

　
　
　
偕

に
去
り
ぬ

　
　
　

清
姫
が

　
　
　

た
も
と
に
祈
る

　
　
　

梵
殿
の
か
ね

　
　
　

湯

の
香
り

　
　
　

と
こ
し
辺
に

　
　
　

栄
あ
れ
と

　
　

昭
和
二
十
八
年
八
月

　
　
　
　
　

笠
　
間
　
　
　
恵

(註
)
清
姫
橋
は
清
姫
様
御
来
柳
の
折
り
命
名
さ
れ
た
橋
で
あ
る
。



幸

　

　田
　

親
　

義

　

碑

　

　
　
　
　
　

姥

沢

銅

山

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

(高
さ
　

一
〇
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

(幅
　
　

　
三

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)



耕

地

整

理

記

念

碑

　

　

　

下

藤

石

神

　

　

　

　

　

　

(高
さ
　

一
五
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　
　
下
藤

開

田
事

情

　
　
　
　
　
　
　
　
記
　
　
念
　
　
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
議
院
議
員
　
伊
東
正
義
書

本
地
は
元
石
神
と
称
し
文
字
ど
う
り
砂
礫
土
の
荒
野
で

一
部
畑
と
し
て
利

用
し
て
い
た
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
が
山
林
で
生
育
も
悪
く
最
も
効
果

の
低
い

地
域
で
先
祖
も
幾
度
か
手
を
施
し
て
来
た
が
水
利
及
び
砂
礫
に
な
や
ま
さ

れ
計
画
も
中
途
で
挫
折
し
た
　

昭
和
四
十

一
年
有
志
の
発
案
に
よ
り
本
地

区
を
水
田
化
す
る
計
画
が
樹
て
ら
れ
町
及
び
県
の
指
導
を
う
け
再
三
に
亘

る
調
査
を
完
了
し
昭
和
四
十
二
年
度
工
事
に
着
手
、
四
十
三
年
度
春
に
は

川
原
同
然
の
荒
野
が
只
見
川
の
水
に
よ
り
う
る
お
さ
れ
客
土
工
事
の
施
行

も
あ

っ
て
水
田
化
に
成
功
し
た

　

工
事

の
概
要

　
　

開

田

工

事

　
一
一

・
五
二

ヘ
ク
タ
ー
ル

六
、
五
四
〇
千

円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
建
設
工
業
株
式
会
社



揚
水
機
場
工
事
　
　

一
式
　
二
、

七
四
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　

大
石
建
設
工
業

揚

水

機

工
事

　

　
一
基

(二
五
馬
力
)
　

九
三
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　

小
松
電
気
商
会

客

土

工

事
　
　
九
、
七
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
　

約
二
万
立
方
米

　
　
　
　
　
　
　

六
、
九
七
三
千
円

　
　
　
　
　
　
　

酒
井
建
設
工
業
K
K
社
長
　
酒
井
　
勉

総
　
　
工
　

費
　
　

一
七
、

一
九

三
千
円
也

設

計

者

新
井
田
建
設
事
務
所

工
事
監
督

新
井
田
継
男

　
　
　
　
　
　
　

下
藤
土
地
改
良
事
業
共
同
施
行

委

員

長

鈴
木

文
男

副

委

員

長
　
　
鈴
木
　
清
夫
　
　
会
　
計
　
斎
藤
　
平
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庶

務
　
五
ノ
井

豊

委

員

鈴

木

厳

斎
藤

政
久

監

　

事
　

斎
藤

義
雄
　

斎
藤
鬼
代
美

組
　
　
合
　
　員
　
　
　
　
鈴
木
　
公
男
　
　
斎
藤
　
　
勇
　
　
内
川
　
重
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤

勇
吉

　

猪
野

　
一
夫

　

斎
藤

数
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
久
衛
　
　
長
谷
川
辰
雄
　
　
斎
藤
　
孝
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
　
隆
　
　
斎
藤
　
　
淳
　
　
斎
藤
　
　
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
　
一　
　
渡
部
市
太
郎
　
　
笠
間
　
五
郎

建
設
年
月
日
　
昭
和
四
十
五
年
十

一
月

　
　
　
　
　
石
工
　
柳
津
町
　
藤
田
石
材
店



岐

堤

増

築

記

念

碑

　

　

　

　

　

藤

分

校

地

内

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(高
さ
　

一
五
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

岐
堤
増
築
記
念

工
費
　
弐
万
弐
千
六
百
拾
五
円
也

　
　
　
昭
和
四
年
八
月
起
工
　
　
昭
和
五
年

一
月
竣
工

　
　
　
　

藤
耕
地
整
理
組
合

　
　
　
　
　
　

組

合

長
　
　
笠

間

友

記

　
　
　
　
　
　
　
副
組
合
長
　
　
内
　
川
　
丑
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
委

　
員

　
斎

藤

久

作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎

藤
　
久

平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴

木
　
正
　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
　
間
　
常

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴

木
　
太
郎
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
　
間
　
善
　
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴

木

平

吉

　
　
　
　
　
昭
和
十
九
年
五
月
建
立



石

川

冠

者

有

光

墓

標

　

　

　

　

　

只

見

、

黒

谷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(高
さ
　
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)



杏

　

所

　

句

　

碑

　

　

　

　

　

円

蔵

寺

境

内

　

　

　

　

　

　

　

　

(高
さ
　
　一
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

杏
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
一
舟
を

　
　
　
　
　
　
　
　

漕
い
で

　
　
　
　
　
　
　

眼
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
ム
の
秋

昭
和
四
十

一
年
八
月
十
五
日
建
之

　
主
宰
　長
谷
川
杜
月
　
　
同
人
　新
井
田
萌
舟
　
　
同
人
　
渡
部
　
柳
春

　
同
人
　佐
藤
　

一
歩
　
　
同
人
　新
井
田
忠
穂
　
　
同
人
　小
島
　
柳
水

　
同
人
　鈴
木
　
康
永
　
　
同
人
　遠
藤
　
秀
瑞
　
　
同
人
　増
井
　
柳
雨

　
同
人
　佐
藤
　
規
泉
　
　
同
人
　斎
藤
　
史
堂
　
　
同
人
　内
田
井
竿
子

　
同
人
　平
出
　
巣
子
　
　
同
人
　佐
藤
　
所
生
　
　
同
人
　伊
藤
　
鳥
心

　
同
人
　目
黒
　
淡
水
　
　
同
人
　斎
藤
　
春
汀
　
　
同
人
　
田
崎
　
鶏
堂

　
同
人
 金
坂
　
富
仙
　
　
同
人
　林
　

一
風
子
　
　
同
人
　樋
　
て
つ
女

　
同
人
　増
井
　
秋
翠
　
　
同
人
　
五
ノ
井
杏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
興
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
城
猪
之
吉

(杏
児
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
津
町
石
工
　
長
谷
川
　
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
下
町
石
工
　
森
　
　
善
作



杜

　

　
月

　

　
句

　

　
碑

　

　

　

　

　

瑞

光

寺

公

園

魚
渕
の
魚

　
　
朱
に
ま
み
れ

　
　
　
　
　
崖
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
杜
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　

(昭
和
四
十
六
年
秋
)



忠
　
　
穂
　
　
句
　
　
碑

　
　
　
　
　
　
　

奥
之
院
弁
天
堂
境
内

千
羽
鶴

　
　
ゆ
れ
て
御
堂
の

　
　
　
　
　
　
春
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
田
　
忠
　
穂

　
　
　
　

(昭
和
四
十
七
年
秋

・
柳
津
瓢
吟
社
)



芭

蕉

句

碑

　

　

　

　

　

円

蔵

寺

境

内

　

　

　

　

　

　

　

(も
と
魚
渕
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
)

川
し
も
や

　
　
此
の
川
上
と

　
　
　
　

月
の
友

　
　
　
文
化
十
二
年
八
月

　
　
　
　
　
　

観
山
其
徳
書

　
　
　
　
　
　
　

月
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
　
髪



大

竹

作

摩

翁

銅

像

　

　

つ
き

み
が

丘

　
　
　
　
大
竹
作
摩
翁
之
像

　
　
　
選
文

(台
石
前
面
銅
版
入
)

　
大
竹
作
摩
翁
は
耶
麻
郡
北
塩
原
村

の
農
家
に
生
ま
れ
。
幼
に
し
て
家
業

を
継
ぎ
、
つ
い
で
政
治
に
志
し
て
村
議
、
県
議
会
議
長
、
県
知
事
、
衆
議

院
議
員
を
歴
任
し
た
立
志
的
中
の
偉
材
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
五
年

一
月
自
由
党
公
認
で
、
県
知
事
に
当
選
民
選
知
事
と
し

て
公
約
し
た
只
見
川
筋
に
十
四
の
ダ
ム
式
発
電
所
を
建
設
す
る
本
流
案
を

掲
げ
て
中
央
政
界
、
東
北
各
県
に
呼
び
か
け
て
政
治
運
動
を
展
開
、
文
字

通
り
苦
闘
の
末
、
吉
田
茂
内
閣
を
動
か
し
て
同
二
十
八
年
七
月
只
見
川
早

期
開
発
が
具
体
化
さ
れ
た
。

　

以
来
、
只
見
川
は
二
千
億
の
巨
費
と
二
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
新

・
増

設
合
わ
せ
て
二
百
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
水
力
電
気
が
開
発
さ
れ
、
戦
後
の
電

力
不
足
解
消
と
産
業
経
済
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
さ
ら
に
小
名
浜
港

の
拡
充
、
県
庁
舎
新
築
、
磐
梯
吾
妻

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
な
ど
県
土
総
合



開
発

へ
前
進
し
た
。

　
そ
の
間
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
、
開
発
方
式

の
対
立
、
財
政
難
、
電
力
再
編
成
と

水
利
権
問
題
、
田
子
倉
は
じ
め
流
域
民

の
補
償
調
停
な
ど
難
問
題
が
山
積
し
て

し
ば
し
ば
苦
境
に
立

っ
た
が
、
国
益
増
進
と
地
域
社
会

の
繁
栄
を
柱
と
す
る
翁

の
政
治
信
念
は
、
二
百
万
県
民
の
支
持
と
超
党
派
の
支
援
を
結
集
し
、
建
設
陣

の
意
欲
を
燃
や
し
て
当
時
不
可
能
と
ま

で
い
わ
れ
た
只
見
川
開
発
を
成
功
に
導

い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
氷
遠
に
不
滅
の
光
を
放

つ
も
の
で
あ
る
。

　
舷
に
各
界
有
志
相
諮
り
翁
の
銅
像
を
建
て
、
こ
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹
作
摩
翁
銅
像
建
設
委
員
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
県
知
事
　
　
木
　
村
　
守
　
江



教

山

松

尾

庵

主

の

墓

　

　

猪
　
　
鼻

　

　

教
山
松
尾
庵
主

　

　

　

　

会
陽
士
松
尾
権
五
郎
墓

　

　

門

人

代

表

長

倉

目

黒

重

介

猪
　
鼻
　佐
々
木
　
平
　
吉
　
　
角
　
田
　
信
　
吉
　
　
佐
々
木
　
久
次
郎

　
　

佐
々
木

留

三
　
　佐
々
木

倉

二
　
　
角

田

新
太
郎

　
　
　

佐
々
木

熊
三
郎
　
　
　真
　
田
　
熊

蔵
　
　
　
　
　
岩

　
佐

忠
二
郎

　
　

真

田

清

喜
　

角

田

伊

吉
　

真

田

熊

次

郷
　
戸
　
　
田
　
崎
　
信
次
郎
　
　
斎
　
藤
　
長
次
郎
　
　
塩
　
原
　
寅
太
郎

長

倉
　目

黒

重

郎

小
柳
津
　佐
々
木

伊
佐
美

大

野
　白

井

俊

夫

黒

滝
　二

瓶

徳
次
郎
　

芳

賀

兼

吉
　

芳

賀

儀

八

小
ノ
川
 
　
増
　
井
　
孫
三
郎



人
　

　
形
　

　
塚

　

　

　

　

　

円

蔵

寺

境

内

人
　
　
形
　
　
塚

　
　
　

大
正
拾
壱
年
八
月
弐
拾
日
　
起
願

　
　
　
　
　
　
　

石
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
下
町
　
　
田

中

忠

蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
山
村
　
　
木
　
村
　
倉
四
郎



忠

僕

半

助

之

墓

　

　

月
光

寺

墓
地

　
忠
僕
半
助
之
墓

　
　
　
　
　
林
　

権
助
建
之

真
輝
院
功
徳
道
恵
清
居
士

　
　
　
　
明
治
四
十
三
年
七
月
二
日

　
　
　
　
山
名
定
吉
享
年
七
十
九
歳

真
徳
院
誠
光
妙
蓮
清
大
姉

　
　
　
　
明
治
四
十
年
二
月
十
三
日

　
　
　
　
妻
リ
サ
　
享
年
六
十
九
歳



柳

津

う

ぐ

ひ

棲

息

地

　

　

　

柳

津

魚

渕

　
天
然
記
念
物
柳
津
う
ぐ
ひ
棲
息
地

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法

二
依
リ

天
然
記
念
物
ト
シ
昭
和
十
五
年
七
月
十
二
日

文
部
大
臣
指
定

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
五
年
十

一
月
三
日
建
設



笠

間

恵

翁

の

像

　

　

　

　

柳

津

町

役

場



陸

軍

曹

長
勲
七
等

功
六
級

猪

俣

一
之

墓

八

坂

野

忠
烈
院
殿
義
誉
芳
勲
殉
清
居
士
猪
俣

一
資
性
温
順

ニ
シ
テ
潤
達
昭
和
八
年

六
月
鉄
嶺
独
立
守
備
隊

二
入
隊
中
満
洲
事
変

二
参
加
シ
勲
八
等

二
叙
セ
ラ

ル
後
消
防
手

ヲ
勤
メ
又
軍
人
分
会
班
長
青
年
学
校
指
導
員
ヲ
拜
命
シ
信
望

内
外

二
厚
ク
成
績
大

二
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
支
那
事
変
勃
発
ス
ル
ヤ
勇
躍

召

二
応
ジ
中
支
ノ
戦
線

二
馳
駆
シ
忠
魂
義
膽
縦
横
奮
戦
会
津
武
人
ノ
僥
名

ヲ
轟

シ
郷
党
皆
其
ノ
勇
武

ヲ
称

シ
偉
功
ヲ
讃

ヘ
タ
リ
シ
ニ
昭
和
十
五
年
六

月
八
日
湖
北
省
常
陽
県
富
里
寺
場
附
近
ノ
激
戦

二
於
テ
右
胸
部
貫
通
銃
創

ヲ
受
ケ
　
天
皇
陛
下
萬
歳
ノ

一
語
ヲ
残
シ
壮
烈
ナ
ル
名
誉
ノ
戦
死
ヲ
遂
ゲ

タ
リ
享
年
廿
九
、
同
年
十

一
月
十
四
日
村
葬
執
行
挙
村
英
霊

ヲ
敬
弔

ス
皇

恩
辱
ク
モ
勲
七
等
ヲ
叙
シ
功
六
級
金
鶏
勲
章

ヲ
下
賜
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
川
　
豊
　
撰
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
七
年
六
月
　
母
ト
ク
建
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工
　
田
中
忠
蔵



西
　

　
山
　

村
　

　
之
　

碑

　

　

　

　

　

　
砂

子
原

学

校

前

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(高
さ
　
三
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　
　
西

山

村

之

碑

　
　
　
　
　
　
　
　
正
二
位
勲

一
等
松
平
恒
雄
閣
下
纂
額

本
村

ハ
往
昔
大
沼
郡
金
山
谷
ト
総
称
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
ナ
ル
モ
ソ
ノ
沿

革

ハ
杳

ト
シ
テ
詳
ナ

ラ
ス
梢
々
其
ノ

一
部

ヲ
知
リ
得
ル
ハ
鎌
倉
時
代
以

降

ノ
コ
ト

ニ
属

ス
文
治
五
年
山
ノ
内
季
基
佐
原
義
連
ト
共

二
会
津
金
山
谷

及
伊
北
ヲ
領

ス
此
ノ
時
代

二
於
テ
旧
称
砂
子
原
村
黒
沢
村
漆
峠
村
牧
沢
村

高
森
村
遅
越
渡
村
中
村
田
代
村
等

二
館
主
ア
リ
テ
支
配
シ
タ
ル
コ
ト
ア
リ

蒲
生
上
杉
ノ
会
津
領
主
時
代

二
山
内
治
部
少
輔
大
沼
河
沼

二
郡
ヲ
領

ス
寛

永
二
十
年
保
科
正
之
会
津

二
封

セ
ラ
ル
ル
ニ
及
軽
井
沢
ヲ
除
キ
本
村
地
域

ハ
御
蔵
入
又

ハ
天
領
ト
称

シ
幕
府

ノ
直
轄

ス
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
田
島

二
陣

屋
ヲ
置
キ
テ
之

ヲ
支
配
セ
リ
宝
暦
年
間

一
度
会
津
領
ト
ナ
リ
シ
モ
幾
許
モ

ナ
ク
シ
テ
再

ヒ
幕
領
ト
ナ
レ
リ
当
時
地
方

ニ
ハ
荘
郷
組
等
ノ
組
織
ア
リ
本

村

ハ
金
山
郷

二
属
シ
瀧
谷
組
大
谷
組
高
田
組

二
分
ル
即
チ
大
谷
組

二
属
セ

シ
モ
ノ
ハ
五
畳
敷
村
砂
子
原
村
黒
沢
村
冑
中
村
芋
小
屋
村
大
成
沢
村
漆
峠

村
琵
琶
首
村
ノ
八
箇
村
瀧
谷
組

二
属
セ
シ
モ
ノ
ハ
湯
八
木
沢
村
大
嶺
村
田

代
村
中
村
牧
沢
村
鳥
屋
村
九
々
明
村
遅
越
渡
村
沢
中
村
高
森
村
ノ
十
箇
村

高
田
組

二
属
セ
シ
モ
ノ
ハ
軽
井
沢
村
ノ

一
箇
村

ニ
シ
テ
各
村

二
名
主

ア
リ

組
頭
郷
頭
之
ヲ
統

へ
大
ナ
ル
変
遷
ナ
ク
明
治
初
年

二
及
フ
維
新
後
廃
藩
置

県

二
際
シ
若
松
県
ノ
治
下

二
入
リ
區
會
所
制
度

ヲ
布
カ
レ
従
来
ノ
組

ヲ
區

二
改
ム
明
治
八
年
田
代
村
中
村

ヲ
併

セ
テ
田
代
村

二
牧
沢
村
鳥
屋
村
ヲ
併

セ
テ
牧
沢
村

二
遅
越
渡
村
九
々
明
村
沢
中
村
高
森
村

ヲ
併
セ
テ
四
ツ
谷
村



二
改
ム
明
治
九
年
若
松
県

ヲ
廃

シ
福
島

県
ト
ナ
ス
明
治
十
年
田
代
村
大
嶺
村
ヲ

併
セ
テ
久
保
田
村

二
大
成
沢
村
漆
峠
村

ヲ
併
セ
テ
大
成
沢
村

二
改
メ
十
二
箇
村

ト
ナ
ル
明
治
十

一
年
郡
區
町
村
編
成
法
発
布
卜
共

二
區
會
所
ヲ
廃
シ
大
沼
郡
役

所

二
隷
属

ス
明
治
十
六
年
砂
子
原
外
十

一
箇
村
戸
長
役
場
ヲ
設
ク
当
時
ノ
戸
数

三
百
八
十
九
戸
人
口
二
千
四
百
五
十
六
人

二
過
ギ
ズ
明
治
二
十

一
年
町
村
制
実

施
ト
共

二
中
ノ
川
村
東
川
村

ノ
二
箇
村

二
編
成
シ
旧
村
名
ヲ
以
テ
大
字
名
ト
ナ

ス
即
チ
中
ノ
川
村
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
砂
子
原
黒
沢
胃
中
芋
小
屋
大
成
沢
琵
琶
首

五
畳
敷
湯
八
木
沢
ノ
八
大
字
東
川
村
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
四
ツ
谷
牧
沢
久
保
田

軽
井
沢
ノ
四
大
字

ニ
シ
テ
両
村
共
二
一

村
ト
シ
テ
濁
立

ス
ル
ヲ
許
サ
サ
ル
ニ
ヨ

リ
組
合
規
約

ヲ
定

メ
組
合
役
場
ヲ
設
ケ
タ
リ
爾
來
年

ヲ
閲

ス
ル
コ
ト
五
十
有
餘

年

コ
ノ
間
大
正
十
三
年
各
大
字
ノ
財
産

ハ
コ
ノ
両
村
有

二
統

一
セ
ラ
レ

一
村
ト

異
ナ
ル
コ
ト
ナ
キ

ニ
至
レ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
舊
來
ノ
関
係
ト
地
勢
上
ヨ
リ
見
ル
モ

之
ヲ

一
村
ト
ナ

ス
ヲ
適
當
ト
シ
両
村
有
志
間

ニ
ハ
屡

々
合
村

ノ
議
起
リ
シ
ト
雖

モ
ソ
ノ
實
現
ヲ
見

ル
ニ
至
ラ
サ
リ
シ
カ
時
恰
モ
光
輝
ア
ル
紀
元
二
千
六
百
年
ヲ

迎
フ
ル
ニ
及
ヒ
將
來
ノ
福
祉
増
進
ノ
タ

メ
記
念
事
業
ト
シ
テ
合
併
ス
ル
ニ
村
民

ノ
意
見
全
ク

一
致
シ
中

ノ
川
村
東
川
村

ヲ
廃
シ
昭
和
十
五
年
四
月

一
日
西
山
村

ノ
誕
生
ヲ
見
ル
ニ
至

レ
リ
惟

フ
ニ
本
村

ノ
成

ル
ヤ
其
ノ
由
來
ス
ル
所
既

二
久
シ

ク
自
然
ノ
帰
趨
弦

二
至
レ
ル
ヲ
以
テ
村
勢
ノ
発
展
期
シ
テ
待
ツ
ベ
ク
村
民
ノ
康

福
亦
想
フ
ヘ
キ
ナ
リ
今
其
ノ
記
念
碑

ヲ
建
設
シ
之
ヲ
永
遠

二
傳

ヘ
ン
ト
シ
余

二

文
ヲ
需
ム
余
此

ノ
擧

二
賛
シ
西
山
村

ノ
前
途
ヲ
祝
福
シ
敢
テ
沿
革
ノ
概
要
ヲ
叙

ス
ト
云
爾

　
　
昭
和
十
六
年
九
月
十
五
日

　
　
　
福
島
県
知
事
正
五
位
勲
四
等
　
江
邊
清
夫
　
撰
文

　
　
　
福
島
県
立
若
松
商
業
高
等
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
三
郎

書

(裏
)

歴
代
村
長
　
合
併
當
時
ノ
吏
員
　
　
　
　
　
　
合
併
當
時
ノ
議
員

佐
藤
　
郡
造
　
　
金
子
　
　
馨
　
　
　
中
ノ
川
村
　
　
　
　

東
川
村

大
竹

賢
二
　

伊
藤

　
一
佐

　

組
合
議
員

　

　

　
組
合
議
員

二
瓶
登
之
八
　
　
山
内
　
幸
市
　
　
同
　金
子

　
馨
　
　
同
　
小
島
美
登
理

坂
内
恒
七
郎
　
　
小
林
重
太
郎
　
　
同
　鈴
木
　
與

一　
　

同
　木
ノ
戸
和
市
郎

長
谷
川
仲
次
　
　
菊
地
　
龍
次
　
　
同
　伊
藤
俊
八
郎
　
　
同
　天
野
　
玉
吉

田
中
　
茂
八
　
　
長
谷
川
　
緑
　
　
同
　
二
瓶
　
荘

一　
　

同
　佐
藤
　
寅
記

金
子
　
卯
吉
　
　
天
野
　
新
吉
　
　
同
　菊
地
　
荘

一　
　

同
　倉
本
　
儀
信

金
子
　
　
馨
　
　
鹿
野
　
正
雄
　
　
同
　飯
塚
藤
寿
郎
　
　
　
　　
佐
藤
　
　
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
　
善
次
　
　
　
　
菊
地
　
鐵
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
寅

一　
　
　

天
野
　
金
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
久

一
郎
　
　
　
　
天
野
礒
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
庄
平
　
　
　

小
島
　
兵
伍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
　
榮
　
　
　

菊
地
　
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
善
祐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
町
　
鈴
木
　
又
次



彰
　
　
徳
　
　
碑

　
　
　
　
　
　
　

砂
子
原
、
学
校
入
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(高
さ
　
二
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　
　
彰
　
　
徳
　
　
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
従
三
位
勲
二
等
河
原
田
稼
吉
閣
下
築
額

夫
レ
利
用
厚
生

ハ
世
ヲ
救
フ
唯

一
ノ
正
道
也
之

ヲ
實
践
シ
テ
過
ラ
ザ
ル
ヲ

經
世
具
眼
ノ
士
ト
為
ス
産
業
報
國
ヲ
信
條
ト
シ
タ
ル
吾
カ
金
子
卯
吉
翁
ノ

如
キ

ハ
真

二
其
ノ
典
型
ナ
リ
翁

ハ
明
治
元
年
砂
子
原
ニ
生

ル
資
性
剛
毅
果

断
ノ
裏
ニ
圓
融
無
礙

ノ
情
誼

ア
リ
二
十
三
歳
ノ
若
冠
ニ

シ
テ
中

ノ
川
東
川

組
合
村

ノ
収
入
役
ニ
選
バ
レ
タ
ル
ヲ
発
足
点
ト
シ
テ
村
會
議
員
組
合
議
員

村
助
役
村
長
消
防
組
頭
町
村
會
長
大
沼
郡
會
議
長
郡
農
會
長
県
會
議
員
等

ニ
選
バ
レ
就
中
村
長
在
職
二
十
八
年
間
村
民
ノ
福
祉
増
進
ト
教
育
ノ
発
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■

ニ
努
ム
県
會
議
員
ト
シ
テ
ハ
多
年
ノ
蘊
蓄
ヲ
傾
ケ
テ
県
政
ノ
助
長
ニ
參
畫

シ
道
路
農
桑
畜
産
等
交
通
産
業

二
功
績
ヲ
樹
ツ
又
熊
野
神
社

ノ
昇
格
社
殿

ノ
造
営
卜
祖
先
ノ
菩
提
所
神
照
寺
ノ
再
興
ニ

ハ
敬
神
崇
祖
ノ
日
本
精
神
ヲ

発
揮
シ
柳
津
川
口
只

見
小
出
間
ノ
鐵
道
敷
設

ニ
ハ
多
大
ノ
資
財
卜
渾
身
ノ

勇
気

ヲ
傾
注
シ
猛
烈
果
敢
ナ
ル
運
動
ヲ
継
續

シ
テ
遂
ニ
其
ノ
目
的
ヲ
達
成



シ
所
謂
金
子
鐵
道
ト

マ
デ
謳

ハ
ル
ル

ニ
至
レ
リ
翁
ノ
五
十
餘
年
間
ノ
生
涯

ハ
全

ク
公
益
ノ
二
字

ヲ
旗
印
ト
シ
テ
血
戦
セ
ル

一
大
奮
闘
史
ナ
リ
宜
ナ
ル
哉
内
務
大

臣
福
島
県
知
事
大
沼
郡
長
全
國
町
村
會
長
其
ノ
他

ヨ
リ
表
彰
状
記
念
品
等
ヲ
贈

ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ノ
数
多
キ

ニ
達
ス
ル
ヲ
今
現

二
西
山
村
民
ノ
和
平
ノ
裏

二
日
夜

悦
服

ス
ル
モ
ノ
偏

二
金
子
翁
ノ
賜
ナ
リ
翁
閑
雲
野
鶴
ノ
境
地

二
在
リ
テ
猶
諄
々

村
民

二
産
業
報
國
ノ
道
ヲ
説
テ
巳

マ
ズ
真

二
偉
人
ト

言
フ
ベ
シ
於
是
有
志
相
議

リ
翁
ノ
功
績

ヲ
石

二
刻
ミ
之
ヲ
永
遠

二
傳

ヘ
テ
顕
彰
シ
依
テ
以
テ
後
世
ノ
訓
育

ノ
資
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
盖
シ
亦
先
輩

ヲ
欽
仰

ス
ル
ノ
正
道
矣　

　
　
　
昭
和
十
六
年
八
月
　
　
衆
議
院
議
員
　
中
野
寅
吉
撰
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
県
師
範
学
校
　
松
井
正
吉
　
書

(裏
)　

建
設
発
起
人

　

　

　

鈴

木

鐵
太
郎

　

　

　
菊

地

荘

一

　

　

　

鈴

木

重
太
郎

　

　

　
飯

塚

藤
寿
郎

　

　

　

星
　
　
五
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
小
　
島
　
美
登
理

　

　

　

小

島

　
　
清

　

　

　
天

野

玉

吉

　

　

　

角
　
田
　
定
太
郎
　
　
　
　
　
　
木
ノ
戸
　
和
市
郎

　

　

　

小
　
林
　
善
　
次
　
　
　
　
　
　
天
　
野
　
磯
太
郎

　

　

　

伊

藤

伍

一
　

　

　

佐

藤

寅

記

　

　

　

二

瓶

荘

一
　

　

　

倉

本

儀

信

　

　

　

鈴

木

與

　
一
　

　

　

　

山

内

　

　

　

　

　

　

　

　

石
工
　
野
沢
町
　
鈴
木
　
文
次



社
　
　
殿
　
　
改
　
　
築
　
　
碑

　
　
　
　
　
　
　
砂
子
原
、
熊
野
神
社
境
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
(高
さ
　

一
八
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　
　
　

社

殿

改

築

碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
三
位
勲

一
等
法
学
博
士
馬
場
原
心治
君
象
纂額

　

抑
熊
野
神
社
之
社
殿
改
築

ハ
明
治
四
拾
四
年
四
月
廿
四
日
砂
子
原
部
落
大

　

火
之
際
延
焼

二
罹
リ
鳥
有
ト
ナ
ル
仮
リ

ニ
雨
露

ヲ
凌
ク
ノ
社
殿

ニ
テ
年
年

　

送
リ
タ
ル
カ
村
長
金
子
卯
吉
氏
大

二
之

ヲ
憂
ヒ
率
先

シ
テ
大
正
十
四
年
十

　

二
月
社
殿
新
築

ヲ
図
リ
総
集
会

ヲ
開
催
シ
建
築

ノ
協
議
決
定

ニ
ナ
リ
タ
ル

　

ニ
依
リ
篤
志
家

ノ
同
情
ノ
下

二
巨
額
之
寄
附
金
ヲ
募
リ
着
々
歩
ヲ
進
メ
亦

　

村
社

二
昇
格
之
為

メ
金
子
村
長
東
奔
西
走
シ
テ
漸
ク
昭
和
三
年
七
月
二
十

　

日
内
務
大
臣

ノ
許
可
ヲ
得
テ
村
社

二
列
ス
而
シ
テ
昭
和
三
年
五
月
九
日
工

　

事

二
着
手
同
年
九
月
廿
三
日
愈
竣
功
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
総
工
費
金
七
千
百
弐

　

拾
九
円
五
拾
九
銭
ヲ
要
セ
リ
其
間
万
難
ヲ
排
シ
テ
村
長
自
ラ
建
築
委
員
長

　

ト
ナ
リ
委
員
金
子
銀
吾
金
子
義
弥
菊
地
七
太
渡
部
庸

一
渡
部
直
治
金
子
實

　

ヲ
始
メ
村
民

一
同
協
力

一
致
辛
酸

ヲ
嘗
メ
盡
痺
セ
ラ
レ
タ
ル
賜
ト
言
フ
可

　

シ
村
民

ハ
之
ヲ
後
世

二
伝

ヘ
ン
ト
シ
テ
余

二
文
ヲ
徴

ス
余

モ
亦
此
挙

ヲ
賛

　

シ
不
文
ヲ
顧

ス
其
梗
概
ヲ
叙

ス
ト
爾
云

　
　

福
島
県
知
事
従
四
位
勲
三
等
　
君
島
清
吉
撰

　
　
　

昭
和
十
四
年
七
月
十
五
日
　
片
山
重
吉
書

(裏
)　

昭
和
十
八
年
九
月
　
　
世
話
人
　
小
林
　
善
次
　
　
　
金
子
　
　
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
　
捨
吉
　
　
　
渡
部
　
庸

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工
　
若
松
市
　
原
田
想
三
郎



改
　

田
　

之
　

碑

　

　

　

　

　

芋

小

屋

入

口

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(高
さ
　
二
四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

　
　
　
　
改
　
田
　
之
　
碑

大
沼
郡
中
ノ
川
村
芋
小
屋
冑
中
ノ
両
部
落

ハ
山
間

二
僻
在
シ
テ
田
地

二
乏

シ
ク
常

二
飯
米

二
不
足
シ
他

ヨ
リ
購
入
シ
テ
之

ヲ
補

ヒ
来
リ
村
民
之
ヲ
憂

ヒ
昭
和
元
年
十
二
月
堰
ノ
組
合

ヲ
設
ケ
同
五
年
四
月
起
工
幾
多

ノ
艱
難

ヲ

経
テ
昭
和
十
年
四
月
六
日
竣
工
セ
リ
該
工
費
参
千
円
ヲ
要
セ
リ
其
ノ
事
業

タ
ル
ヤ
芋
小
屋
字
清
水
平

ヨ
リ
疏
水
シ
岩
石
六
十
余
間
ヲ
貫
通
シ
堰
ヲ
築

イ
テ
芋
小
屋
冑
中
両
部
落

ノ
中
間
ナ
ル
字
瀧
原
ノ
土
地

二
潅
概

二
充
テ
田

地

二
変
改
セ
リ
又
県

二
向
イ
テ
耕
地
整
理
ノ
計
画
ヲ
申
請
セ
リ
県

ハ
農
林

野
呂
技
手
ヲ
派
遣
シ
設
計

二
当
ラ
シ
ム
土
地
所
有
者

ハ
面
積
八
町
六
反
九

畝
廿
六
歩

二
対
シ
耕
地
整
理
組
合
設
立
許
可
ノ
申
請
ヲ
為
シ
更

二
地
区
ノ

縮
少
ヲ
願
イ
五
町
八
反
歩
ヲ
良
田

二
改
墾
セ
リ
其
工
費
壱
万
五
百
八
拾
壱

円
也
爾
来
水
利
ノ
便
田
疇
ノ
饒
不
足
ノ
飯
米

ヲ
充

ス
ニ
足
リ
両
部
落
ノ
幸

福
ヲ
得
タ
リ
今
ヤ
組
合
員
挙
テ
碑
ヲ
建
テ
其
功
績
ヲ
後
世
二
貽
サ
ン
ト
シ
余

二
文
ヲ
徴

ス
余
亦
其
ノ
挙

ヲ
賛

シ
不
文
ヲ
顧
ミ
ズ
其
梗
概
ヲ
叙
ス
ト
爾
云
　
　
　
M



裏
事 工 修 改 之 堰

昭
和
十

一
年
八
月
　
　
衆
議
院
議
員
正
五
位
勲
三
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
田
宗
吉
　
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
重
喜
　
書

　
　
　

(上
の
段
)

　
　

特
殊
功
労
者

前

村

長
　金
子

卯
吉

工
事
委
員
長
　
二
瓶
登
之
八

事
務
取
扱
兼
会
計

　
　
　
　
　
星
五
左
衛
門

合 組 理 整 地 耕

　
　

(下
の
段
)　
　
　

(
三
段
目
)

組

合

長
　
長
谷
川
久
資
　
寄
附
芳
名

副
組
合
長
　
星
五
左
衛
門
　
　
省
略

会

計
　
二
瓶
三
次
郎

　
　
　
　
杉
原

善
八

庶
　
　
務
　杉
原
金
四
郎

事 工 修 改 之 堰

　
　
　
(上
の
段
)

工
事

委

員
　
二
瓶
金
三
郎

　
　
　
　
　
長
谷
川
甚
四
郎

　
　
　
　
　
羽
賀
　
五
市

　
　
　
　
　

二
瓶
三
次
郎

　
　
　
　
　
杉
原
金
四
郎

　
　
　
　
　
杉
原
　
善
八

　
　
　
　
　

杉
原
　
貞
治

　
　
　
　
　

杉
原
　
長
作

　
　
　
　
　

星
　
　
栄
吾

合 組 理 整 地 耕

　
　

(下
の
段
)　
　
　

(
三
段
目
)

庶

務

長
　谷
川
善
祐

工

事

係
　
杉
原
　
貞
治

　
　
　
　
長
谷
川
熊
八

評

議

員
 杉
原
清
三
郎

　
　
　
　

羽
賀
十
次
郎

　
　
　
　

二
瓶
　
寅
七

　
　
　
　
杉
原
酉
三
郎

　
　
　
　

星
　
　
栄
吾

　
　
　
　

羽
賀

十
治



鈴

木

勝

先
　
生
　
之

碑

　
　
　
　
　
　

大
成
沢
、
博
勝
公
園
内

　
　
　
　
頌
　
　
　
　
　
辞

鈴
木
　
勝
氏
は
　
明
治
三
十
六
年
　
河
沼
郡
柳
津
町
大
字
大
成
沢

(当
時

大
沼
郡
中
ノ
川
村
　
後
西
山
村
と
改
称
)

で
農
を
営
む
鈴
木
宇
三
治
　
同

ツ
ヨ
夫
妻
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
　
第
五
子
に
当
た
ら
れ
た
た

め
　
厳
父
は
長
姉
に
婿
養
子
を
迎
え
て
家
を
継
が
せ
　
将
来
こ
れ
を
医
者

に
し
よ
う
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
　
氏
は
　
少
年

の
頃
か
ら

営
々
と
勉
学
に
励
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
　
小
学
校
は
四
年
ま
で
大
成
沢
分

校
に
　

五
年
か
ら
は
砂
子
原
の
本
校
に
通
い
　
中
学
校
は
質
実
剛
健
を
も

っ
て
聞
こ
え
た
会
津
中
学
に
学
び
ま
し
た
　
次
い
で
大
正
十

一
年
上
京
し

て
日
本
大
学
に
入
学
　
勉
学

の
傍
ら
瀬
戸
医
院
院
長
に
師
事
し
　
昭
和
二

年
同
校
を
卒
業
し
て
厳
父

の
期
待
に
応
え
ら
れ
た
の
で
し
た
　
日
本
大
学

で
は
と
く
に
佐
藤
運
雄
博
士
の
薫
陶
を
う
け
　
そ
の
後
会
頭
古
田
重
二
良

氏
の
知
遇
が
あ

っ
て
　

こ
れ
が
今
日
の
氏
の
す
ぐ
れ
た
　
幅
広
い
人
格
を

形
成
す
る
に
力
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

氏
は
昭
和
六
年
日
本
女
子
歯
学
専
門
学
校
教
授
に
就
任
　
同
十
七
年
慶
応

大
学
か
ら
医
学
博
士

の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
　
同
十
八
年
に
は
母
校



日
本
大
学
教
授
と
な
り
　
同
二
十
七
年
歯
学
部
長
　
爾
来
そ
の
職
に
あ
る
こ
と

六
期
十
八
年
に
及
び
　
ま
た
同
三
十

五
年
に
は
学
長
を
兼
ね
ま
し
た
　
さ
ら
に

同
四
十
四
年
に
至

っ
て
は
教
学
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の
総
長
に
選
挙
さ
れ

同
四
十
七
年
再
選
　
現
在
も
そ
の
職

に
あ
り
ま
す
　
こ
の
よ
う
な
類
い
ま
れ
な

栄
進
は
　

氏
の
努
力
と
奮
闘
と
を
遺
憾
な
く
物
語
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
　
た

だ
惜
し
む
ら
く
は
こ
の
栄
誉
を
早
世
さ
れ
た
ご
両
親
に
お
見
せ
で
き
な
か

っ
た

こ
と

で
あ
り
ま
す

日
本
大
学
は
　
日
本
最
大
の
規
模
を
誇
る
大
学

で
す
が
　
こ
こ
に
学
ぶ
十
万
余

の
学
徒
諸
君
は
み
な
氏
を
敬
慕
し

て
　

日
本
精
神
を
基
調
と
す
る
建
学
の
精
神

を
体
し
勉
学

に
精
励
　
他
校
に
は
見
ら
れ
ぬ
美
風
を
築
き
上
げ
て
お
り
ま
す

ま
た
　

氏
は
　
学
部
長
　
総
長
と
し
て
の
激
務
の
傍
ら
　
日
本
学
術
会
議
会
員

を
三
期
九
年

つ
と
め
ら
れ
　
さ
ら
に
ま
た
　
文
部
省
大
学
設
置
審
議
会
会
長

厚
生
省
医
道
審
議
会
委
員
そ
の
他
教
学
団
体
関
係
の
要
職
を
も
多
数
兼
務
さ
れ

そ
の
重
責
を
見
事
に
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す

氏
が
国
内
に
お
け
る
医
学
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
事
蹟
は
枚
挙
に
い
と
ま
あ
り
ま

せ
ん
が
　
学
界
を
通
し
て
と
く
に

ア
ジ

ア
各
国
と
の
親
善
を
深
め
　

こ
れ
に
よ

っ
て
人
類
の
福
祉
増
進
に
寄
与
し
た
功
績
は
は
な
は
だ
顕
著

で
フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン

歯
科
大
学
か
ら
は
名
誉
歯
学
博
士
　
韓
国
中
央
大
学
校
か
ら
は
名
誉
法
学
博
士

の
称
号
を
贈
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す

以
上
の
功
績
に
よ
り
　
氏
は
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
十
九
日
　
天
皇
誕
生
日
の

佳
節
に
　
勲

一
等
瑞
宝
章
を
親
授
さ
れ
ま
し
た

氏
が
教
育
な
ら
び
に
医
学
を
通
し
て
残
さ
れ
た
数
々
の
業
績
は
　
氏
を
生
ん
だ

地
方
民
と
し
て
こ
の
上
な
い
誇
り
で
あ
り
ま
す
　
こ
こ
に
顕
彰
碑
を
建
立
す
る

に
あ
た
り
　
氏
の
活
躍
の

一
端
を
記
し
て
　
後
世
に
伝
え
　
も

っ
て
　
郷
土
教

育
振
興
の
資
に
供
し
た
い
と
熱
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

　
　
　

昭
和
四
十
八
年
十

一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
起
人
代
表
　
　
東
京
都
江
東
区
　
鈴
木
　
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
和
光
市
　
齋
野
蒼
山
　
謹
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人
代
表
　
　
柳
津
町
大
成
沢
　
鈴
木
　
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
県
田
村
郡
　
柳
沼
寅
起
　
施
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
　
部
落
民

一
同



博

勝

公

園

顕

彰

碑

　
　
　
　
　
　
　
大
成
沢
、
博
勝
公
園

裏

　
　
　
　
顕
彰
碑

・
博
勝
公
園
記
念

)　
　
　
　
　

記
　

文

　
我
が
郷
土
の
偉
人
鈴
木
　
勝
博
士
が
　
勲

一
等
瑞
宝
章
を
親
授
さ
れ
る

に
当
た
り
博
士
の
薫
陶
を
受
け
ら
れ
た
大
成
沢
部
落
出
身
鈴
木
　
武
氏
が

博
士
の
偉
業
を
讃
仰
し
て
顕
彰
碑
の
建
立
を
発
起
し
多
額
の
浄
財
を
喜
捨

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す

　
部
落
民
は
　
氏
と
相
図
り
労
力
の
無
償
奉
仕
に
よ
っ
て
事
業
を
遂
行
す

る
こ
と
を
決
議
し
　
博
勝
公
園
を
建
設
し
て
眺
望
の
地
に
建
碑
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
の
完
遂
は
　
氏
と
部
落
民
が
博
士
を
敬
慕
す
る
と
共
に
愛
郷
心

の
発
露
で
あ
り
記
念
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

発
起
人
代
表
　
　
東
京
都
江
東
区
　
鈴
木
　
武

　
　
　
　
　
　
　

世
話
人
代
表
　
　
柳
津
町
大
成
沢
　
鈴
木
　
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

部
落
民

一
同

甲
三
二
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乙
　
七
戸

　
　
　
　
　
　
　

施
　
　
　
工
　
　
福
島
県
田
村
郡
　
柳
沼
寅
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
　
郡
山
市
　
宗
像
正

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
　
　
全
　
　
浮
金
物
産

(株
)

　
　
　

昭
和
四
十
八
年
十

一
月
吉
日
　
　
山
内
諦
教
書



圃

場

整

備

記

念

碑

　
　
　
　
　
　

大
成
沢
、
博
勝
公
園

　
大
成
沢
部
落
は
元
大
沼
郡
中
ノ
川
村
大
成
沢
と
称
し
　
東
川
村
と
組
合

村
で
あ

っ
た

　
昭
和
十
五
年
東
川
村
と
合
併
し
て
西
山
村
と
な
り
　
更
に
昭
和
三
十
年

河
沼
郡
柳
津
町
と
合
併
し
柳
津
町
大
字
大
成
沢
と
称
す
る

　
柳
津
町
役
場
所
在
地
の
南
方
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
位
置
す

る　
総
面
積
約

一
八
〇

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
内
耕
地
は
二

一
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
過
ぎ

す
　
滝
谷
川
の
溪
谷

に
沿
う
集
落
山
村

で
あ
る

　
耕
地
は
極
め
て
錯
雑
不
規
則
の
み
な
ら
ず
　
各
戸
の
所
有
地
は
錯
綜
し

道
水
路
は
迂
回
屈
曲
甚
だ
し
く
　
特
に
道
路
は
本
数
少
な
く
水
路
の
溝
畔

等
　
利
用
す
る
の
外
な
く
　
農
機
具
の
活
用
や
生
産
資
材
並
に
農
作
物
の

搬
出
入
が
全
く
不
可
能
な
状
態

で
あ

っ
た

　
こ
の
障
害
を
除
去
し
　
土
地
の
集
団
化
と
共
に
　
農
業
構
造
の
改
善

土
地
生
産
性
の
向
上
を
図
り
　
経
済
安
定
を
目
的
と
し
て
　
有
志
相
集
い

再
三
に
亘
る
協
議
の
結
果
　
昭
和
四
十
五
年

一
月
受
益
者
総
会
を
開
催
し

圃
場
整
備
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
満
場

一
致
で
決
議
し
実
現
を
み
た
の

で
あ
る

　
工
事
半
ば
に
し
て
予
期
せ
ざ
る
転
石
及
び
岩
盤
露
出
あ
り
　
止
む
な
く

計
画
を
変
更
し
　
そ
の
処
理
に
弐
百
数
拾
万
円
を
要
し
た



待
望
の
事
業
成
り
地
区
民
の
喜
び
是

に
過
ぐ
る
な
く
弦
に
碑
を
建
立
し
後
世

の
記
念
と
す
る
も
の
で
あ
る

　
　
　
昭
和
四
十
八
年
十

一
月

設

計

者

　
新
井
田
設
計
事
務
所

工
事
監
督
者
　
　
柳
津
町
町
長

工
事
施
工
者
　
　
酒
井
建
設
工
業
株
式
会
社

裏
　
　

事
業
内
容
　
第

一
年
度
　
下
原
地
区

一
、
総

事

業

費

　

二
、
〇
七
八
、
○
○
○
円

一
、
総

事

業

量

　

一
・
八
六

ヘ
ク
タ
ー
ル

一
、
受

益

面

積

　
　
一
・
六
四

ヘ
ク
タ
ー
ル

一
、
関
係
農
家
戸
数
　
一
六
戸
 
 
 
 

一
、
工

事

期

関

　

自
　
昭
和
四
十
五
年
七
月

一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

至
　
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日

　
　

事
業
内
容
　
第
二
年
度
　
中
平
、
谷
滝
、
大
谷
滝
地
区

一
、
総

事

業

費

　

一
二
、
○
○
○
、
○
○
○
円

一
、
総

事

業

量

　
　
九

・
四
五

ヘ
ク
タ
ー
ル

一
、
受

益

面

積

　

八

・
四
六

ヘ
ク
タ
ー
ル

一
、
関
係
農
家
戸
数
　
　
二
七
戸

一
、
工

事

期

間

　
自
　
昭
和
四
十
六
年
七
月

一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

至
　
昭
和
四
十
六
年
九
月
三
十
日

受

益

者

組
合
長

鈴
木

　

脩

副

組

合

長

全
　

光
行

庶

務

全
　
日
古
夫

会

計

全

　

秋
雄

工
　
事

委
員
長

副

委

員

長

委

員

鈴
木

哲

一

全

　

賢
昭

全

　

一
郎

全

全

　
健
也

全

全

　
重
正

全

全

　
富
男

換

地

委
員
長

副

委

員

長

委

員

鈴
木

裕

全

與

全

匡

全

全

廣
正

全

全

　

明

評

価

委
員
長

副

委

員

長

委

員

鈴
木
　
惣
逸

全
　
　
清
夫

全
　
　
義
房

全

全
　
喜
智
男

全

全

重
位

全

全

政

一

用
排
水

委
員
長

副

委

員

長

委

員

杉
藤
　
菊
雄

鈴
木
　
光
秋

全

　
亀
雄

全

全
　

義
弥

全

全

　

衛

全

全
　

正
八

山
内
諦
教
書

郡
山
市
柳
橋
　
宗
像
助
治
石
材
店
刻



遷
　

宮
　

　
記
　

念
　

　
碑

　
　
　
　
　
　
大
成
沢
、
住
吉
神
社
境
内

大
成
沢
住
吉
神
社
改
築
遷
宮
の
記
念
碑

　
奉
　
　
　
　
遷
　
　
宮
　
　
記
　
　
念

　
納

　
　
昭
和
二
十
七
年
九
月
二
十

一
日

　
　
建
築
委
員
長
　
鈴
木
寅

一　

建
之

(裏
に
は
刻
が
な
い
)



弥
彦
神
社
改
築
寄
附
者
芳
名
碑

　
　
　

　
　
　

久
保
田
弥
彦
神
社
境
内

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

(高
さ
　
二
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

社

歴

御

祭

神

　
　
　
　
　
　
天
ノ
香
久
山
命

御

創

始

　
　
　
　
　
　
天
文
元
年
三
月

勧

請

造

営

　
　
　
　
　
　
延
宝
乙
卯
三
年

　
　
　
　
　
　
会
津
領
主
保
科
正
之
ノ
勧
請
ニ
ヨ
リ
造
営

御
本
殿
改
築

　
　
　
　
　
　
文
化
二
年
再
建

御
本
殿
改
築

　
　
　
　
　
　

明
治
八
年
二
月

御
本
殿
新
築

　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十

一
年
十

一
月
　
旧
社
地
北
方

二
移
転

　
　
　
　
　
　

新
築
シ
御
遷
宮
ヲ
行
フ



昭
和
四
十

一
年
十

一
月
十
五
日

　

弥
彦
神
社
改
築
役
員
名

神

社

宮

司

　

　

　

　

佐

治

虎

雄

改
築
委
員
長

・
神
社
総
代
長

　

　

　

　

佐

藤

源

一

副

委

員

長

　

　

　

　

田

村

　
　
栄

神
社

総

代

　

　

　

　

山

内

孝

市

　

　

　

　

佐

藤

次

男

改

築

会

計

　

　

　

　

佐

藤

威

櫻

事

務

局

　

　

　

　

佐

藤

　
　

周

　

　

　

佐

藤

寅

喜

委

　
　
員

　

　

　

佐

藤

栄

喜

　

　

　

佐

藤

清

猪

　

　

　

星

　
　
亀

鶴

　

　

　

佐

藤

信

義

　

　

　

佐

藤

幸

衛

　

　

　

佐

藤

　
　

一

　

　

　

井

関

滝

義

　

　

　

木
ノ
戸

栄

一

　

　

　

佐

藤

貞

義

　

　

　

木
ノ
戸

清

孝

棟
　
梁
　
　
桧
原
　
阿
部
　
文
芳

石

工

　
柳
津

藤
田

　
茂



戦
歿

者

招

魂

碑

　

　

　

　

　

牧

沢

招

魂

碑

　

　

　

　

　

　

　

　

(高
さ
　

一
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

天

野

和

吉

　

　

　
鈴

木

禎

二

　
同
　
　
　
喜
八
郎
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
正
　
雄

　
　
　
　

茂
　
男
　
　
　
　
　
　天
　
野
　
義
　
雄

　
　
　
　
　
　

実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　五
　
郎

　
　
　
　
　
　

耕

　
　
　
　

俊
　
美

　
　
　
　

忠
　
雄

　
　
　
　

辰
五
郎

昭
和
二
十

一
年
五
月

　
　
　
　
　
牧
沢
青
年
団
建
之

　
　
　
　
　
　
　
　

石
工
　
　
若
松
市
　
佐
藤
　
万
作



平
　
　
和
　
　
塔

　
　
　
　
　
　
　
砂
子
原
熊
野
神
社
境
内

大
字
砂
子
原

　
山
内
　
教
彰
　
　
金
子
　
照
男
　
　
金
子
　
静
雄
　
　
金
子
　

一
雄

　
渡
部
　
直
勝
　
　
菊
地
為
三
郎
　
　
小
林
　
英
夫
　
　
金
子
　
本
次

　
菊
地
　
龍
市
　
　
菊
地
　
　
力
　
　
菊
地
　
　
司
　
　
菊
地
　
　
剛

　
木
ノ
戸
義
光
　
　
岡
田
　
幸
男
　
　

田
中
　
　
穰

大
字
黒
沢

　
伊
藤
　
秋
義
　
　
伊
藤
三
十
郎
　
　
伊
藤
　
義
雄
　
　
伊
藤
　
　
勝

　
伊
藤
　

一
民
　
　
伊
藤
　
三
井
　
　
伊
藤
　
俊
美
　
　
伊
藤
　
政
衛

　
伊
藤
　
清
志
　
　

渡
部
　
　
務

大
字
冑
中

　
長
谷
川
鳥
賊
蔵
　

二
瓶
　
照
夫
　
　
長
谷
川
仲
弥
　
　
伊
藤
　
良
介

　
二
瓶
　
頼
母
　
　

二
瓶
　
栄
喜
　
　

二
瓶
　
正
夫
　
　

二
瓶
　
　
穆

　
長
谷
川
恒
喜
　
　

長
谷
川
周
吉

大
字
牧
沢

　
天
野
辰
五
郎
　
　
天
野
　
忠
雄
　
　
天
野
　
義
雄
　
　
天
野
　
和
吉

　
天
野
　
俊
美
　
　

天
野
喜
八
郎
　
　

天
野
　
茂
男
　
　

天
野
　
五
郎

　
天
野

実
　
　

天
野

耕
　

五
十
嵐
万
造
　

五
十
嵐
正
雄

　
五
十
嵐
武
雄
　
　
鈴
木
　
禎
二

大
字
久
保
田

　
佐
藤
恒
比
古
　
　

天
野
　
信

一　
　

山
内
　
　
傳
　
　
佐
藤
　
長
重



大
字
芋
小
屋

　
杉
原
　
忠
雄
　
　
杉
原
　
春
男
　
　
杉
原
　
清
喜
　
　
杉
原
　
孝
喜

　
杉
原
　
富
雄

大
字
大
成
沢

　
鈴
木
　

一
男
　
　
鈴
木
　
兵
衛
　
　

鈴
木
　
明
夫
　
　
鈴
木
　
行
雄

　
鈴
木
　
正
敏
　
　
鈴
木
　
清
義
　
　
鈴
木
　
哲
夫
　
　
鈴
木
平
八
郎

　
鈴
木
　
　
盛
　
　
鈴
木
　
新

一　
　

鈴
木
　
行
雄
　
　
鈴
木
　
成
作

　
鈴
木
吉
太
郎
　
　
鈴
木
　
三
郎
　
　
鈴
木
　
庄
孝

大
字
琵
琶
首

　
鈴
木
　
勝
次
　
　
鈴
木
　
七
郎
　
　

鈴
木
　
保
次
　
　
鈴
木
　
隆
二

　
鈴
木
　
　
勉
　
　
土
橋
　
　
栄
　
　
鈴
木
　

一
吉
　
　
鈴
木
　
春
男

　
鈴
木
　
　
鼎
　
　
鈴
木
　
　
稔
　
　
鈴
木
　
度
県
　
　
鈴
木
　
長
二

大
字
久
保
田
字
大
峯

　
栗
城
　
四
郎
　
　

荒
明
　
良
己
　
　

荒
明
　
勢

一　
　

荒
明
　
光
作

　
荒
明
　
禎

一　
　

荒
明
　
唯
雄

大
字
五
畳
敷

　

猪
俣
　
　
廣
　
　
大
竹
　
四
朗
　
　
大
竹
　
　
彰
　
　
菊
地
　
信
夫

　

菊
地
　
惣
吉
　
　
菊
地
　

一
意
　
　
猪
俣
　
鉄
次

大
字
湯
八
木
沢

　
角
田
　

一
衛
　
　

長
谷
川
俊
夫
　
　

飯
塚
　
六
郎
　
　

飯
塚
　
藤
雄

　
小
島
　
武
美
　
　

鈴
木
喜
久
衛
　
　

鈴
木
　
鉄
三
　
　

鈴
木
　
重
雄

　
小
島
　
庄
馬
　
　

角
田
　
正
次
　
　
飯
塚
　
五

一　
　

飯
塚
　
長

一

　
飯
塚
　
秀
夫

大
字
四
ツ
谷

　
小
島
　
半
治
　
　

小
島
　
清
政
　
　

小
島
　
四
郎
　
　

菊
地
　
鉄
美

　
小
島
　
金
伍
　
　

小
島
　
金
助
　
　

菊
地
　
熊
亀

大
字
四
ッ
谷
高
森

　

五
十
嵐
重
郎
　
　
菊
地
　
　
操
　
　

五
十
嵐
　
力
　
　
菊
地
　
国
定

　
菊
地
　
常
八
　
　

菊
地
　
　
求
　
　

小
島
　
竹
次

大
字
五
畳
敷

　

菊
地
　
兵
吉

大
字
牧
沢

　

天
野
　
　
甫

大
字
黒
沢

　

伊
藤
　
静

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
廿
七
年
八
月
建
設
　
　
　
彫
刻
　
佐
野
文
夫



西

山

分

校

之

碑

昭
和
二
十
四
年
五
月

一
日
福
島
県
立
会
津
農
林
高
等
学
校
西
山
分
校
ト
シ

テ
開
校
　
仮
校
舎
ヲ
西
山
中
学
校
二
置
ク
　
昭
和
二
十
九
年
十

一
月
五
日

西
山
村
大
字
砂
子
原
字
長
坂
八
七
〇
ノ
一
番
地
二
独
立
校
舎
建
設

昭
和
三
十

一
年
十
月
九
日
火
災
ノ
タ
メ
校
舎
焼
失
　
昭
和
三
十
三
年
五
月

十
日
柳
津
町
大
字
砂
子
原
字
居
平
二
六
三
番
地

二
新
校
舎
建
設

昭
和
五
十
二
年
三
月
閉
校
　
卒
業
生
総
数
三
百
九
拾
八
名

　
創
立
以
来
二
十
八
年
ノ
歴
史
ヲ
記
念
シ
コ
コ
ニ
建
立
ス

　
　
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十

一
日

　
　
　
　
　
　
　
建
立
者

　
　
　
　
　
　
　
福
島
県
立
会
津
農
林
高
等
学
校
西
山
分
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
時
制
振
興
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
母
と
教
師
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
窓
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
石
材
店
刻



松

巌

山

慶

福

寺

無

縁

之

碑

　

　

　

慶
福
寺
境
内

　
　
　
　
松
巌
山
慶
福
寺
無
縁
之
碑

軽
井
沢
銀
山
の
開
発
は
遠
く
永
禄
の
昔
に
遡
る
以
来
会
津
領
主
は
此
の
振

興
に
努
力
し
た
結
果
全
国
有
数
な
る
銀
山
と
な
り
会
津
藩
の
財
源
と
し
て

脚
光
を
浴
び
る
に
至
る

従

っ
て
こ
こ
に
働
く
入
々
も
遠
く
日
向
美
濃
を
は
じ
め
全
国
か
ら
集
ま
り

四
百
年
の
盛
衰
の
歴
史
の
中
に
男
子
は
勿
論
婦
女
子
に
至
る
ま
で
此
地
に

骨
を
埋
め
る
も
の
そ
の
数
を
知
ら
ず
然
か
も
異
境
な
れ
ば
供
養
す
る
も
の

も
な
く
軽
井
沢
分
校
の
敷
地
に
あ

っ
た
慶
福
寺

の
無
縁
仏
と
し
て
雨
風
に

耐
え
て
来
た
が
五
十
嵐
通
氏
は
之
を
憂
い
志
あ
る
人
々
に
呼
び
か
け
散
逸

し
た
遺
骨
を
此
の
地
に
納
め
懇
に
供
養
し
無
名
の
開
発
者
の
霊
を
慰
め
こ

の
碑
を
建

つ

　
　
　
昭
和
五
十

一
年
旧
三
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
伊
佐
雄
撰
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
通
　
建
之



故

陸

軍

曹

長

故
海
軍

一
等
航
空
兵

斎

藤

力

雄

斎
藤
智
代
記

招
魂
碑

野
老

沢
、
斎
藤
豊
宅

　
　

　
　
　

(高
さ
　
　一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

功
六
級
金
鵄

勲
章

勲
六
等
単
光
旭
日
章

故
陸
軍
曹
長
　
齋
藤
力
雄
碑

正
三
位
勲

一
等
　
松
平
保
雄
築
額

君

ハ
大
正
六
年
二
月
廿
二
日
齋
藤
家

二
生
レ
常

二
身
体
壮
健

ニ
テ
柳
津
尋

常
小
学
校
卒
業
後
常

二
軍
人
ヲ
希
望

シ
年
限
來

ル
ヤ
陸
軍
山
砲
兵

二
志
願

昭
和
十

一
年
十

一
月
廿
八
日
朝
鮮
羅
南

二
入
隊
昭
和
十
二
年
中
旬
観
測
兵

ト
ナ
リ
干
葉
砲
術
学
校

二
來
リ
勤
務
中
昭
和
十
三
年
七
月
十
三
日
朝
鮮
張

湖
峰
事
変
勃
発
ス
ル
ヤ
同
学
校

二
動
員
出
動
命
令
下
リ
直
様
出
発
此
ノ
事

変
終
ル
ヤ
支
那
事
変

二
赴
キ
是
レ
ヨ
リ
中
支
ノ
戦
闘

二
赴
キ
中
北
支
那

二

転
戦
満
四
ケ
年
茲

二
於
テ
從
軍
記
章
瑞
宝
章
勲
七
等
ヲ
授
与
セ
ラ
レ
タ
リ

又
茲

二
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
大
東
亜
戦
争
勃
発
ト
ナ
リ
北
支
中
原
合

戦
終

ル
ヤ
再
ビ
南
京
捕
江

二
至
リ
是
レ
ヨ
リ
ビ
ル
マ
戦
闘

二
赴
ク
是
レ
ヨ

リ
海
上
四
十
日
ヲ
経
テ
昭
和
十
七
年
三
月

一
日
泰
国
バ
ン
コ
ク
上
陸
是
レ

ヨ
リ
行
軍
十
七
日
経
テ
ビ
ル
マ
国
境
ヲ
越

ヘ
ル
ヤ
戦
場
ト
ナ
リ
奮
戦

二
奮

戦
同
年
五
月
九
日
印
度
国
境

マ
ニ
ワ
戦
闘

二
於
テ
常

二
勇
猛
ノ
武
者
ト
称

ヘ
ラ
レ
シ
モ
今
度
ノ
戦

ハ
小
高
キ
所

二
陣
取
リ
英
印
軍
ト
火
花
ヲ
散
ラ
シ



テ
戦

へ
居

ル
内
本
隊
ト
連
絡
絶
タ
レ
其

ノ
連
絡

二
当
リ
数
多
ノ
小
隊
長
ヲ
助
ケ

ン
ガ
為
五
六
年
戦

ッ
テ
モ
疵

一
ツ
受
ケ
ナ
イ
私
ト
バ
カ
リ
進
ン
デ
飛
出
シ
同
時

二
敵
弾
右
肩
胸
部
貫
通
再
ビ
立
上
リ
遂

二
仆
レ
急
ギ
手
当
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
効
無

ク
同
月
廿
九
日
午
前
十
時
絶
命

ス
其
後
遺
骨

ハ
友
軍
ノ
胸

二
抱
レ
同
年
十
月
中

旬

一
先

ツ
宇
都
宮
師
団

二
入
リ
軍
隊
葬

ヲ
経
テ
柳
津
町
葬
ヲ
受
ケ
自
宅

二
到
着

セ
リ
是
レ
即
チ
国
家

二
義
勇
奉
公
ノ
念

ヲ
捧
ゲ
タ
ル
ト
云
フ
可
シ
依

ッ
テ
文
ヲ

徴

ス
余
其
ノ
梗
概
ヲ
叙

ス
ト
爾
云

　
　
　
昭
和
十
九
年
五
月
建
之

　
　
　
　
　
　
　
候
爵
　
徳
川
義
知
撰
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
桃
仙
書

　
　
　
　
故
勲
八
等
海
軍

一
等
航
空
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
智
代
記
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
三
位
勲

一
等
法
学
博
士
馬
場
愿

治
君
象
額

君

ハ
大
正
八
年
十
二
月

一
日
河
沼
郡
柳
津
村
大
字
飯
谷
斎
藤
家

二
生
レ
常

二
盡

忠
報
国
ノ
念
息

マ
ス
昭
和
十
二
年
六
月

一
日
海
軍

二
志
願
シ
テ
横
須
賀
海
兵
団

二
入
ル
同
日
海
軍
四
等
水
兵
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
十
二
月
五
日
海
軍
三
等
水
兵
ヲ
拝
命

シ
十
三
年

一
月
十

一
日
海
軍
二
等
水
兵
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
同
日
蒼
龍
乗
組
ヲ
命
ゼ
ラ

レ
四
月
二
十
九
日
第
二
艦
隊

二
編
入
セ
ラ
レ
同
十
三
年
四
月
九

日
寺
島
水
道
発

同
十
四
日
高
雄
着
五
月
六
日
中
南
支
方
面
外
国
鎮
戎
ト
シ
テ
六
月

一
日
横
須
賀

二
帰
国
直

二
航
空
兵

二
志
願
シ
第
四
十
四
期
操
縦
練
習
生

二
採
用
セ
ラ
レ
霞
ケ

浦
航
空
隊

二
命
ゼ
ラ
レ
昭
和
十
四
年

一
月
十
四
日
第
四
十
四
期
操
縦
練
習
生
教

程

ヲ
卒
業
シ
同
日
九
州
大
村
海
軍
航
空
隊
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
同
十
四
年
五
月
十
三
日

午
前
八
時
北
海
道
日
高
ノ
国
塩
谷
秀
夫
ト
乗
組
大
村
湾
上
空
ヨ
リ
爆
撃
訓
練
中

同
二
十
五
分
海
中

二
突
進
シ
テ
遭
難
殉
職
同
日
午
後
五
時
死
体

ハ
飛
行
機
ト
共

二
引
揚
得
タ
リ
是
レ
全
ク
義
勇
公

二
奉
ジ
タ
ル
ト
言
フ
可
シ
其
ノ
抜
群

ノ
功
績

ハ
著
シ
ク
昭
和
十
四
年
五
月
十
三
日
勲
八
等

二
叙
シ
白
色
銅
葉
章
ヲ
授
ケ
ラ
ル

畏
ク
モ
両
陛
下

ヨ
リ
祭
粢
料
ト
シ
テ

一
封

ヲ
賜

ハ
ル
之
ガ
功
績
ヲ
後
世

二
伝

ヘ

ン
ト
余

二
文
ヲ
徴

ス
余

モ
亦
此
挙

ヲ
賛

シ
テ
不
文
ヲ
顧
ス
梗
概
ヲ
叙

ス
ト
爾
云

　
　
　
昭
和
十
四
年
十

一
月
建
之

　
　
　
　
　
　
　
福
島
県
知
事
從
四
位
勲
三
等
　
君
島
清
吉
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
桃
仙
書



一
ノ

瀬

長

四

郎

信

利

の

碑

　

　

　

麻

生

部

落

通
称
長
四
郎
信
利
父
河
沼
郡
飯
谷
村
麻
生

一
ノ
瀬
惣
吉
母
大
沼
郡
西
川
村

大
登
馬
場
幸
蔵
之
長
女
也
明
治
三
十
六
年
十
二
月

一
日
第
二
師
団
編
入
于

歩
兵
第
二
十
九
腓
隊
第
十
二
中
隊
第
二
小
隊
為
日
露
戦
役
渡
航
満
洲
自
摩

天
嶺
詐
子
溝
黒
英
台
遼
陽
転
戦
于
各
地
於
沙
河
大
会
戦
三
城
子
山
激
戦
猛

進
第

一
線
勇
戦
奮
闘
克
撃
退
強
敵
昇
進
上
等
兵
惜
哉
敵
弾
貫
通
胸
部
遂
名

挙
戦
死
是
實
　
　
明
治
三
十
七
年
十
月
十

一
日
也
　
銘
日

　
　
　
　
　
　
男
子
出
世
　
　
　
為
国
家
殉
　
　
　
軍
人
本
分

　
　
　
　
　
　
赫
々
輝
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
庄
作
謹
書


